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 非常用ディーゼル発電機の 24時間連続運転試験に関する 

事業者の対応方針と国外調査結果の概要 
 

令和５年５月２５日 

技 術 基 盤 課  

 

１．はじめに 

非常用ディーゼル発電機（以下「EDG」という。）の 24 時間連続運転試験につい

ては、事業者が「施設管理 PDCA のインプットとする」として自主的に実施してい

た1。 

今般、事業者が令和 4 年度に計画した試験が終了したことから、原子力エネルギ

ー協議会（以下「ATENA」という。）よりその結果について資料を受領した（参考参

照）。また、原子力規制庁において、国際的な対応状況の概要についても調査を行

ったことから、これらの概要について報告する。 

 

２． ATENA より受領した資料の概要 

２．１ EDG の 24 時間連続運転試験結果 

○ 対象とした 18 台のうち、試験を実施した 16 台については各パラメータで

異常は確認されず良好な結果となった。 

○ 試験中に 2 台の EDG で不具合が発生し、試験中断しているが、電源供給機

能に影響しない事象であることを確認した。 

 

表１ 試験結果一覧 
会社名 プラント名 試験予定/結果 会社名 プラント名 試験予定/結果 
北海道 泊１(A) 良好（2021/6） 中部 浜岡３(A) 良好（2022/7） 
東北 女川３(H) 良好（2022/1） 浜岡４(B) 良好（2023/3） 

東通１(B) 良好（2021/12） 浜岡４(H) 未実施（4 号機起動

前） 
東京 福島第二３(B) 良好（2022/11） 浜岡５(A) 試験中断（2021/5） 

⇒2023/6 に実施予

定 
柏崎刈羽６(A) 試験中断（2022/3） 

⇒ 良好（2023/3） 
関西 大飯２(A) 良好（2021/12） 

柏崎刈羽７(A) 良好（2022/12） 中国 島根２(A) 良好（2022/6） 
柏崎刈羽７(B) 良好（2022/11） 四国 伊方３(A) 良好（2021/5） 
柏崎刈羽７(C) 良好（2022/10） 九州 玄海３(B) 良好（2022/2） 

北陸 志賀２(A) 良好（2022/2） 川内２(A) 良好（2022/4） 
  

 
1 事業者は、令和 3 年 2 月 19 日の面談資料において、「長時間運転に関する実績は必ずしも多くないため、

現状のメンテナンスの妥当性を確認及び運転実績の蓄積を目的に 24 時間運転を実施し、その結果は、各社適

切に、施設管理 PDCA のインプットとする。」としていた。 

資料５９－３－３ 

<技術情報検討会資料> 
技術情報検討会は、新知見のふるい分けや作業担当課の特定を目的とした事務的な会議体 
であり、その資料及び議事録は原子力規制委員会の判断を示すものではありません。 



2 
 

２．２ 試験目的の達成状況 

（１）現状のメンテナンスの妥当性確認 

○ 24 時間運転中の各パラメータについて異常は確認されなかった。 

○ 試験中に 2 台の EDG で不具合が発生したことから試験中断し、原因調査

を行ったうえで設備対策等を講じることで、EDG の信頼性向上を図るこ

とができた。 

○ 各社にてメンテナンス体制毎に代表１台以上の 24 時間運転を実施し問

題なく完了したことを踏まえると、メンテナンスの妥当性は確認できて

おり、今後も計画的な保全を行っていくことで設備健全性は確保できる。 

（２）運転実績の蓄積 

○ 24 時間運転中の各パラメータについて異常は確認されなかった 。 

○ 24 時間運転に起因する新たな劣化モードは確認されなかった。 

○ 今回、定期検査時の試運転と 24 時間運転実績を比較し、EDG の運転状態

に有意な差がないことを踏まえると、国内 EDG は十分な運転実績を蓄積

していると考えられる。 

（３）長時間運転の実績蓄積 

○ 今回の試験結果を踏まえると、24 時間運転の定期的な実施は不要。 

○ 長時間運転の実績を蓄積し、EDG の機関性能の安定性、持続性を継続して

確認していくことは重要。 

○ 定期検査時の EDG 試運転等において、下記の条件2に従い長時間運転を計

画的に実施し、継続して運転実績を蓄積する。 

表２ 試験条件 

運転時間 各部の温度が安定状態になった後、3～8 時間連続運転(定格 100%) 。 

実施頻度 ・機関点検が一巡（8～10 定検相当）ごとに各社抜き取りで１台以上実施 

・EDG の大幅な設備改造時、等 

その他 ・EDG24 時間運転において、1～2 時間でパラメータが安定することを確認済み。 

・また、排気管貫通部（海外プラントにおける火災発生箇所。国内では不燃物を

使用のため火災発生リスクなし）については、定格運転開始から約 3 時間で安

定することを確認している。 

２．３ 今後の対応方針 

○ 定期検査ごとの 24 時間運転は不要と考える。 

○ 今後、EDG の 24 時間運転に起因する新たな劣化モードや新知見が確認され

た場合や、現状のメンテナンスを大きく見直す（状態監視を主とした保全

の導入等）際には、24 時間運転の実施について検討する。 

○ 定期検査時の EDG 試運転等において、長時間運転 （各部の温度が安定状態

になった後、3～8 時間連続運転）を、機関点検が一巡（8～10 定検相当）

ごとに各社抜き取りで１台以上実施し、継続して運転実績を蓄積する。 

 
2 JIS B 8014:1999_ 定格回転ディーゼル機関性能試験方法 
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３．国際的な試験状況の概要 

原子力規制庁において、国際的に EDG の連続運転試験をどのように実施している

のかについて調査した概要を以下に示す3。 

日本を含む 11 ヶ国から回答があり、24 時間以上の連続運転試験を定期的に実施

している国は 9 ヶ国、実施していない国は日本を含み 2 ヶ国であった。 

 

表３ 24 時間連続運転試験（耐久・負荷試験）の概要 

番号4 実施の有無 対象 EDG 頻度 
1  ○ 全て 54 ヶ月毎 
2 ○ 全て 10 年毎 
3  ○（72 時間） 全て 8 年毎 
4（日本） × × × 
5 ○ 全て 18 ヶ月毎 
6 ○ 未確認 未確認 
7 ○ 全て 18 ヶ月毎 
8 ○ 全て 2 年毎 
9 ○ 全て 1 年毎 
10 × × × 
11 ○ 全て 18 ヶ月毎 

 

４．今後の対応(案) 

事業者が自主的に行った EDG の 24 時間連続運転試験の結果、ATENA は、3～8 時

間連続運転(定格 100%)を、機関点検が一巡（8～10 定検相当）毎に各社抜き取りで

１台以上実施するとしている。しかし、事業者は、これまで 30 分から 2.5 時間の

連続運転試験(定格 100%)を定検毎に実施5しており、3～8 時間連続運転を 10 年以

上の間隔（8～10 定検相当）で実施する意図は説明されていない。また、設置許可

基準規則6第 12 条は、安全機能の重要度が特に高い安全機能を有する安全施設は、

外部電源が利用できない場合においても機能できるように求めており、同規則の解

釈において、その際の短期間と長期間の境を 24 時間としていることとの関係も説

明を受ける必要がある。さらに、国際的には、全ての EDG について 24 時間以上の

連続運転試験を実施するのが主流である。 

以上を踏まえ、連続運転試験の時間、頻度、抜き取り試験としたこと、規制要求

との関係、国際的な試験内容と比較した場合の妥当性について、公開で意見を聴取

することとしたい。 

 

参考 EDG24 時間運転の実施結果について（令和 5 年 4月 27 日面談資料） 

 
3 Organisation for Economic Co-operation and Development, Nuclear Energy Agency, Committee on the 

Safety of Nuclear Installations, Working Group on Electrical Power Systems においてアンケート調査

を実施 
4 1 つの番号は 1 つの国を示す。 
5 第 45 回技術情報検討会資料４５－４－４ 
6 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則 
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